
栄町商店街の活性化と魅力発信事業

高梁栄町商店街振興組合

【事業実績報告】
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事業で取り組むテーマと地域の課題

➀組合員の減少により振興組合という法人組織の運営が厳しい。

➁商店街の情報発信に欠けており、新規でのお客様がなかなか入ってこない。

➂商店街の現状と未来に関心を持ってもらえていない。

→①「栄町商店街の活性化と魅力発信」を行い
現状を打破する

→②幅広い世代とつながりを持ち、商店街の未来を
一緒に考える
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➀-１ 商店街マップ作成

事業実施内容

・高梁中学校の「地域課題解決プロジェクト」事業

・商店街にはどのような店舗がありどういったものが売られているかを中学生が
実際に取材

・マップを製本し、市内外の方に配布
するため、高梁市図書館や備中高梁
駅、観光交流センターなどにも設置

・取材した内容をもとに、店舗の写真
や紹介文、マップのイラストすべてのデ
ザインを中学生が作成



商店街マップ
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➀-２ シャッターアート製作

・高梁城南高等学校の「総合的な探求の時間」で地域課題として商店街の
活性化をピックアップ

・空き店舗のシャッターに高梁市に関係あるイラストを描画

・高梁中学校もシャッターアートを
予定していたが、まん延防止重点
措置により部活動が中止となりや
むなく断念

・イラストの左側にスペースを設けることで、インスタスポットとして周知

・今回は猫城主さんじゅーろーをモチーフにしたイラストをシャッターに描いた

活動写真



日時：令和３年１２月５日（日） １０～１５時
場所：栄町商店街
内容：
地域商業の活性化と栄町商店街の認知度を高めるため、商店街の店舗
と市内団体が出店し賑わいを創出した。また、高梁中学校、吉備国際大学
の学生も出店しマルシェを盛り上げてくれた。
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➀ 商店街にぎわい創出イベント

活動写真 活動写真
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事業効果と数値

➀商店街の往来人口が増えた
→マルシェ参加者 約2000人により、商店街自体を周知できた
→平日の往来人数 1000人から1000人
休日の往来人数 500人から500人と現状維持 ※コロナ禍

➁中学生・高校生への周知
→商店街の現状と店舗ごとを調べていく中で、商店街の色々な面を見ることが
できた。さらに自分たちがどう関わっていくかを考えるきっかけになった。
→中学生自体がマルシェに参加し、商店街の活性化につなげた。

➂商店街と地域団体の繫がりの強化

→高齢化や組合員不足の問題も地域団体とともに活動することで、いろんな
意見を取り入れたり、知恵や技術を身につけることができた。
→若い世代との交流により商店街のモチベーションが上がった。
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今後の課題と取り組み

➀継続的な連携活動
今年度の成果と課題を中学校と共有し、次年度以降も引き続き中学校との連携を
図っていく。
地域団体、図書館等との連携により、マルシェの開催を定期的に行い、
集客の定着化と活性化を図っていく。

➁空き店舗の解消
中学生や高校生が集まりやすい場所を商店街に設けることで、人通りを増やしていく。
→集客の定着により、空き店舗を活用した出店へとつなげていく。

“つながり”と“継続”により幅広い世代が集まる
商店街を目指していく！


